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【2020年3月期第2四半期決算 および 2020年3月期業績予想 発表者：取締役 森 圭助】

▶本日はお忙しい中、宝グループの2020年3月期第2四半期の決算説明会にお集まりいただき、誠
にありがとうございます。

▶2020年3月期第2四半期の決算と2020年3月期通期の業績予想についてご説明します。
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▶2020年3月期第2四半期の決算についてご説明します。
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【宝ホールディングス連結：連結損益計算書（売上高～営業利益）】

＜前期比＞

▶連結売上高は35億1,400万円増収の1,375億200万円となりました。

▶売上総利益は、売上高が前期に対して2.6%伸長したものの、原材料価格のアップや為替変動に
よる仕入コストの上昇などに伴い、3億7,800万円増益の530億3,300万円となり、前期に対して
0.7%の伸びにとどまりました。

▶販売費及び一般管理費は、運送費や販売促進費、管理費その他が増加し、営業利益は5億
3,500万円減益の76億2,300万円となりました。

▶セグメント別では、売上高については、タカラバイオグループが、前期にキノコ事業と健康食品事
業を譲渡したことに伴い減収となりましたが、宝酒造および宝酒造インターナショナルグループが
増収となり、全体では増収となりました。

▶一方、利益面では、宝酒造で原材料価格や製造費用のコストアップがあり、また宝酒造インター
ナショナルグループでは為替レートの変動による仕入れコストの上昇や人件費の増加により、そ
れぞれ営業利益が前期を下回ったことから、タカラバイオグループが増益となったものの、全体で
は減益となりました。

＜期初（5/14）予想比＞

▶売上高は宝酒造インターナショナルグループが予想を上回り、営業利益はタカラバイオグループ、
その他の国内グループ会社が予想を上回りましたが、グループ全体では売上高、営業利益とも
予想を下回りました。

4



【宝ホールディングス連結：連結損益計算書（営業利益～親会社株主に帰属する四半期純利益）】

＜前期比＞

▶営業外収益・営業外費用の両方が前期に比べ増加した結果、営業外収支は増益に寄与しました
が、連結経常利益は3億7,200万円減益となる78億7,100万円となりました。

▶特別損益では、固定資産除売却損などを特別損失に計上した結果、親会社株主に帰属する四
半期純利益は2億400万円減益となる43億7,400万円となりました。

＜期初（5/14）予想比＞

▶経常利益は6億2,800万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は2億2,500万円、期初予想を
下回りました。

5



【宝ホールディングス連結：連結貸借対照表】

＜資産の部＞

▶流動資産は全体で138億7,200万円減少しました。

▶現預金・有価証券は合計で154億8,600万円減少しましたが、これは借入金51億円の返済や設備
投資資金の支払いなどによるものです。

▶固定資産は全体で41億4,100万円増加しました。有形固定資産は、宝酒造の缶チューハイライン
の生産設備の増強やタカラバイオの新施設建設により61億7,400万円増加し、無形固定資産は
12億8,400万円減少し、投資その他の資産は7億4,800万円減少しました。

▶資産合計は3月末に比べ97億3,000万円減少しました。

＜負債の部＞

▶流動負債は、借入金の返済や、未払酒税の減少がありましたが、1年内償還予定の社債50億円
が固定負債から振り替わったことから、ネットでは45億7,600万円の減少となりました。

▶固定負債は41億1,300万円の減少となり、この結果、負債合計は前期末に比べ86億9,000万円の
減少となりました。

＜純試算の部＞

▶利益剰余金は、親会社株主に帰属する四半期純利益43億7,400万円と、配当金の支払い35億
9,300万円などにより、結果として8億5,500万円増加しました。

▶その他包括利益累計額の減少19億8,400万円は、3月末対比で為替レートが円高となったことに
よる為替換算調整勘定の減少が主な要因です。

▶純資産合計は前期末に比べ10億4,000万円減少しました。
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【宝ホールディングス連結：連結キャッシュフロー計算書】

▶営業キャッシュフローはマイナス3億4,500万円で、前期比で44億8,500万円の減少となりました。
運転資本に含まれる、未払酒税や未払消費税などが減少したのが主な要因です。

▶投資キャッシュフローは、マイナス19億2,200万円となりました。設備投資による固定資産の取得
が48億3,000万円ありましたが、有価証券の償還などもあり、前期比で27億3,000万円の減少とな
りました。

▶財務キャッシュフローはマイナス92億1,400万円で、借入金の返済と配当金の支払いが主な理由
です。

▶当第2四半期末の現金及び現金同等物残高は前年同期末に比べ79億700万円減少しました。
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【宝酒造：連結損益計算書】

＜前期比＞

▶売上高は18億7,500万円増収の751億3,500万円となりました。

▶カテゴリー別では、焼酎、清酒が減収となりましたが、ソフトアルコール飲料や調味料、原料用ア
ルコール等が増収となりました。

▶売上総利益は、原材料のコストアップなどにより、4億3,300万円増益の295億4,900万円となりまし
た。

▶販売費及び一般管理費は、6億2,700万円増加の274億6,700万円となりました。広告宣伝費は減
少しましたが、運送費、販売促進費等が増加しました。

▶営業利益は、1億9,300万円減益の20億8,200万円となりました。

＜期初（5/14）予想比＞

▶焼酎、清酒、ソフトアルコール飲料の売上高の未達を、本みりんなどその他のカテゴリーの伸びで
はカバーできず、全体の売上高は期初予想を6億2,200万円下回りました。

▶また、計画外のコストアップなどにより売上原価が増加し、売上総利益の段階で計画を6億5,100
万円下回ったことから、販売費及び一般管理費のコントロールに努めたものの、営業利益は期初
予想を2億1,000万円下回りました。
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【宝酒造インターナショナルグループ：連結損益計算書】

＜前期比＞

▶売上高は、海外酒類が3億8,900万円、海外日本食材卸が26億3,700万円、それぞれ増収となり、
全体では29億5,000万円増収の404億7,700万円となりました。

▶売上総利益は、為替変動による仕入コストの上昇などにより、2億8,600万円増益の114億8,300万
円にとどまりました。

▶販売費及び一般管理費は、運送費や、管理費その他に含まれる人件費などが大きく増加したこ
とから、営業利益は8億6,900万円の減益の15億6,500万円となりました。

▶海外酒類事業は7,100万円の増益となりましたが、海外日本食材卸事業は8億7,200万円の減益
となりました。

＜期初（5/14）予想比＞

▶売上高は3億円上回ったものの、営業利益は8億8,100万円下回りました。
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▶2020年3月期の通期の業績予想についてご説明します。
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【宝ホールディングス連結：通期業績予想】

▶連結売上高は、対前期では増収を見込むものの、期初予想に対しては60億円下回る2,840億円
を計画しています。

▶利益面でも、原材料価格や仕入コストの上昇、販管費の増加が下期も続くと見込まれることから、
宝酒造、宝酒造インターナショナルグループで前年を下回る見通しであり、タカラバイオグループ
では増益を見込むものの、全体の営業利益は対前期で3億400万円、期初予想を15億円下回る
175億円となる計画です。

▶親会社株主に帰属する当期純利益については、特別利益と特別損失の収支が前期に比べ改善
する見通しであることから、期初予想に対しては未達となるものの、概ね前期並みの水準となる
104億円を計画しています。
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【宝酒造：通期業績予想】

▶売上高は前期比53億2,900万円増収の1,577億8,700万円、営業利益は前期比で1億8,800万円
の減益となる57億6,000万円を計画しています。

▶焼酎の売上高の減少を、他のカテゴリーの増収で補い、全体では増収となるものの、原材料のコ
ストアップや、運送費、販売促進費などの増加により、減益となる見込みです。

▶期初予想との比較でも、売上高の未達と原価の上昇による売上総利益の減少を販管費の抑制で
カバーすることが難しく、売上高、営業利益ともに期初予想を下回る見通しです。
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【宝酒造インターナショナルグループ：通期業績予想】

▶売上高は、海外酒類事業、海外日本食材卸事業ともに対前期では引き続き好調で、為替換算
レートのマイナス影響38億4,300万円を受けながらも、前期比37億1,100万円増収となる815億
4,600万円を計画しています。

▶営業利益については、海外酒類事業は増益となるものの、海外日本食材卸事業で為替変動によ
る仕入れコストの上昇と、運送費や人件費などの費用の増加が大きく、減益となる見通しで、営業
利益の合計額は前期比7億3,700万円の減益となる37億9,500万円の計画です。

▶期初予想との比較でも、売上高、営業利益ともに期初計画を下回る見通しです。
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【2020年3月期事業戦略 発表者：代表取締役社長 木村 睦】

▶2020年3月期の事業戦略についてご説明します。

14



▶当社グループは現在、2018年3月期から3年間の中期経営計画、「宝グループ中期経営計画
2019」に取り組んでおり、当期はその最終年度になります。

「宝グループ中期経営計画2016」

＜基本方針＞

「海外売上高比率をさらに高めるとともに、国内外で抜け･モレのない商品と競争優位性をもった商
品を多数もつことで、他社に勝てる分野を数多く築き上げ、どんな環境変化が起ころうとも収益を大
きく伸長させることができるバランスのとれた事業基盤を確立する」

＜定量目標 ： 2020年3月期 宝グループ連結＞

・売上高 2,950億円以上

・営業利益 187億円以上

・海外売上高比率 35%以上

（2018年5月 上方修正）

▶当期の期初の時点ではこれをさらに上回る利益目標を定め、取り組んでいますが、第2四半期ま
での進捗状況や、原材料価格、為替の動向などを考慮した結果、通期の業績予想を下方修正す
ることとし、期初予想および中計の定量目標に未達となる見通しとなりました。
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▶グループ別の目標値と予想値は記載の通りです。

▶詳細については後ほどご説明しますが、宝酒造では原価のコストアップ、宝酒造インターナショナ
ルグループでは仕入コストの上昇が想定を上回る水準で推移しており、これに対する対応の遅れ
が主な要因であると考えています。
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▶2020年3月期上期の宝グループ全体の概況は記載の通りです。

17



▶各グループの事業戦略について、国内事業を担う宝酒造からご説明します。
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▶2020年3月期の事業戦略と上期の概況は記載の通りです。
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▶上期のカテゴリー別の販売状況についてご説明します。

＜販売数量推移＞

▶4月末から5月にかけて大型連休があったことから、4月には各カテゴリーで前倒し出荷が発生しま
した。

▶5月はその反動により出荷がやや伸び悩みましたが、7月、8月には正常化しました。

▶9月には消費増税を見越した駆け込み需要が発生し、10月には再び反動減がありましたが、11月
以降は正常化していくものと見ています。

＜カテゴリー別数量前年比＞

▶多くのカテゴリーで前年並みあるいはそれ以上のペースで推移しており、市場を上回って伸長し
ています。

▶当期の戦略である、和酒No.1の盤石化に向けた施策が浸透しつつあると見ています。
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▶一方で、売上高を伸ばしているにも関わらず、上期および通期見込が減益となっている要因につ
いてご説明します。

＜通期見込における利益減少の主な要因＞

①減価償却費の増加による原価コストアップ

➣当期は9月までに缶チューハイの生産ラインの増強を行ったこともあり、減価償却費の水準が
上昇しています。

②①以外の要因による原価コストアップ

➣原料用の粗留アルコールや、紙パック、ダンボール等の資材価格の上昇を想定しています。

③④販売促進費および運送費の増加

➣売上高の増加以上のコストが発生する見込みです。

▶こうしたコストアップや費用の増加に対しては、第一に売上高を伸ばすことで売上総利益を拡大
すること、同時に、原材料等のコストダウンや、販管費の抑制に努めることで対応します。

▶運送費については、前述の缶チューハイの生産ラインの増強により、大消費地である東日本エリ
アでの生産能力が高まり、物流効率の向上が期待できます。
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下期の事業戦略についてご説明します。

＜焼酎＞

▶甲類については、好調のレモンサワー関連商品への注力を継続するとともに、減少傾向にある４ℓ
などの大容量製品の受け皿となる、1.8ℓや2ℓの中小容量に対応したラインアップを強化します。

▶乙類については、全量芋焼酎「一刻者」のブランド価値向上に向け、品質訴求の強化に継続して
取り組むとともに、当期より展開中の「一刻者ハイボール」のラインアップを拡充し、トライアルユー
ザーの獲得にもつなげていきます。

＜清酒＞

▶“松竹梅白壁蔵「澪」スパークリング清酒”のラインアップ拡充により、ブランド鮮度の向上を目指し
ます。

▶2019年春にデザインリニューアルを行い一定の効果は確認できたものの、さらなるバラエティの充
実を求めるユーザーの声は依然として大きく、これに応えることで、スパークリング清酒市場全体
の活性化にも貢献します。

＜ソフトアルコール飲料（RTD）＞

▶“タカラ「焼酎ハイボール」”をはじめとする既存ブランドの拡充に引き続き注力します。

▶また、関東エリアを中心に人気の高まっている「抹茶ハイ」に注目し、「抹茶関連商品」による新た
な市場の創出を目指します。

＜調味料＞

▶「国産米100%」や「糖質ゼロ」など、ユーザーに分かりやすい付加価値を引き続き訴求していくこと
で、需要を取り込みます。
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▶海外事業を展開する宝酒造インターナショナルグループについてご説明します。
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▶ 2020年3月期の事業戦略と上期の概況は記載の通りです。

24



▶海外酒類事業の概況は記載の通りです。
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▶海外日本食材卸事業の概況は記載の通りです。
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▶海外日本食材卸事業について、売上高の伸長に対し各社減益となっている要因についてご説
明します。

＜上期実績における利益減少の主な要因＞

①為替換算レートの変動による影響

➣海外子会社の業績を日本円に換算する際の為替レートが、前期に比べ円高に振れたことによ
る影響です。

②為替変動による仕入コストの上昇

➣ユーロ安、ポンド安など、食材卸各社が展開する各国の通貨が下落したことにより、仕入コスト
が上昇したものです。

③②以外の仕入コストの上昇

➣コメなどの需要増加に起因する現地価格自体の上昇によるものです。

④人件費、運送費等の増加

➣売上高の増加以上に費用が増加したものです。

▶こうした環境変化に対して、価格上昇分の販売価格への転嫁を進めています。

▶物流効率の向上については、北米のミューチャルトレーディングで倉庫スペースの拡張や複数点
在する倉庫の集約などを進めています。

▶共通購買の推進については、当社グループの食材卸ネットワークを活用し、将来的には共通購
買によるスケールメリットの創出などシナジー効果の発揮を目指します。

▶当期は利益面では厳しい状況ですが、売上高は順調に拡大しており、海外の日本食市場は今
後も成長が見込まれています。

▶本中計の方針に掲げる「世界の和酒・和食のリーディングカンパニー」に近づけるよう、中長期的
な視点で、しっかりとした事業基盤の構築に取り組みたいと思います。
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▶グループの経営基盤強化についてご説明します。
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▶経営基盤の強化に向けた重点テーマと、直近の取り組み状況は記載の通りです。
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▶株主還元の状況についてご説明します。

▶当社グループは中期経営計画において、記載のような財務方針を掲げ、株主還元等をおこなっ
ています。

▶2020年3月期の１株当たりの配当については、5月に発表した期初予想を据え置き、前期に比べ2
円増配の1株当たり20円とする計画です。これを実施した場合の2020年3月期のみなし配当性向
は32.7％、中計3ヵ年の平均は30.6％となる見込みです。

▶政策保有株式についても一部売却を予定しており、今回の決算にあわせて発表したように、自己
株式の取得を行うことでROEの向上にも努めます。
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▶当社グループは、2011年4月から10年間の長期経営ビジョン「宝グループ・ビジョン2020」の実現
に向けて、3年ごとの中期経営計画を策定し、取り組みを進めてまいりました。

▶次期2021年3月期からは新しい中期経営計画をスタートさせ、これに合わせて新たな中長期の経
営ビジョンも策定する予定です。

▶「宝グループ中期経営計画2019」最終年度の定量目標に掲げた売上高、営業利益の水準を達
成するのは難しい状況ですが、要因と課題をしっかりと分析し、新しい経営計画に活かしてまいり
ます。

▶次年度以降に飛躍するためにも、まずは残り半年、本日ご説明した当期の計画を達成できるよう
グループ一丸となって取り組みを進めていきます。

【以上】
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